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概要

本報告書は、石川英輔氏に「江戸時代の循環型社会構造と社会資本整備」について、お

話をうかがった内容をとりまとめたものである。石川英輔氏は、科学技術的な立場から見

た江戸時代の資源、エネルギー、環境問題について、多数、著作を著されている。国土技

術政策総合研究所では、今後の社会資本のあり方を考えるために「国土形成史を踏まえた

今後の国土マネジメント」についての研究を実施しているところであるが、研究をすすめ

るにあたって、江戸時代の資源、エネルギー、環境問題を踏まえた観点から、石川氏にご

指導いただきたく、お話をうかがったものである。

ｷｰﾜｰﾄﾞ：石川英輔氏、江戸時代、循環型社会構造、社会資本、国土形成史
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序論

国土技術政策総合研究所（以下 「国総研」という）は、平成 年 月に、土木研究所、建築研究、 13 4
所及び港湾技術研究所の技術政策研究部門が再編され、新たに国土交通省の研究機関として発足しま

した。国総研は、住宅・社会資本のエンドユーザーである国民一人一人の満足度を高めるために、技

術政策の企画立案に役立つ研究を実施することにしています。具体的には、これからの美しい国土づ

くりをどのように進めるのか、豊かでゆとりのある生活環境をどのように創り上げていくのか、そし

て、これらを進めるうえで必要となる社会資本整備をどのように評価しながら進めるのか、というよ

うな観点から研究することにしています。

その中で、今後の社会資本のあり方を考えるとき、社会資本がどのように使われ、どのように社会

と関わるのかが大変重要だと思っています。私どもは、社会資本を考えるうえでは 「縦軸＝歴史的な、

視点」と「横軸＝空間的、国際的な視点」の二つの大きな軸があると考えています。そして 「国土形、

成史を踏まえた今後の国土マネジメント」というテーマを技術政策課題の一つとしてとりあげていま

す（図－１ 。）

技術政策課題「国土形成史を踏まえた今後の国土マネジメント」の研究の一環として、これまでの

国土形成過程や社会資本整備について調べていますが、石川英輔氏が江戸時代の循環を基本とした生

活スタイルや社会構造について一連の著作をされて、現在の生活スタイルや社会のあり方に多くの示

唆や警鐘を行っておられるのが目にとまりました。

そこで、石川英輔氏にお話を聞く機会をつくっていただき、江戸時代を中心としたわが国の国土形

成についての認識を深めることにしました。本報告書は、石川英輔氏にお話をうかがった内容を中心

として「江戸時代の循環型社会構造と社会資本整備」に関連してとりまとめたものです。
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（２）江戸時代の人口と循環物質の総量

○国総研

－－ １年間に売買されていた商品の金額のうち米が ％を占め、人口の約 ％が稲作に従事し37 40
ていたと言われましたが、社会の循環システムを明らかにするうえで、総人口や、各種商品の生産量

と人口の関係が重要であると思います。江戸の町が百万都市であったということはよく言われていま

すが、日本国全体の人口や人口と生産量の関係についてはどのようになっていたのでしょうか。

○石川

江戸時代の日本の人口が何人だったかということも正確なことはなかなかわかりません。庶－－

民人口はわかりますが、武家人口がわかりませんし、寺社人口、すなわち坊さんや神主さんのような

宗教家の人口もわかりません。それから、天皇陛下を頂点とする貴族の人口もわかりません。さら

に、差別されていた人たちの人口もわかりません。初めて正確に庶民人口がわかるのは、 代将軍吉宗8
が 年代に庶民人口の統計をとったときで、このときの庶民人口が 万人ぐらいでした。その1720 2,600
結果に、近代の学者の方々が庶民以外の人口を推計して加算され、 年頃には 万人を超え1800 3,000
て、 万人から 万人になっていたのではないかということです。3,000 3,100

江戸の人口の推計も実状は同じです。江戸は俗に 万人都市と言っていますが、このうち庶民人100
口についてははっきりしています。庶民人口は、人別という、今で言えば、戸籍、住民登録のような

ものを記録して、毎年集計しています。将軍吉宗の頃から始めて、 年代頃からわかりますが、江1720
戸の庶民人口は大体 万人前後で、幕末期までずっと 万人と 万人の間で推移しています。とこ55 50 60
ろが、江戸にはたくさんの武士がいますが、この武士の人口というのが全くわかりません。武士の人

口については、いろいろな人がいろいろな形で推計しています。例えば、旗本が何人いたとする、そ

こに使用人が何人いたと仮定する、大名が何人いて、それに家来や使用人が何人いたというふうに、

いい加減と言えばいい加減ですが、そのようにして推計するほかはないのですが、ほぼ庶民人口と同

じだったのだろうという推計をして、そして江戸の人口が 万人から 万人だったのではないか100 120
という結論を出しています。元禄から享保、つまり 年代の初めに 万人を突破したのではない1700 100
かということが言われています。

江戸時代の日本で、どのくらいの米がとれていたのかについても正確な統計はありません。ただ

し、米は各地に取引所があって、そこを通じて動いていたので、ある程度は推計することが可能で、

万石から 万石の米がとれたとされています。 石 キログラムで計算すると、 万トン3,000 3,400 1 150 450
から 万トンになるので、ここでは、毎年 万トンの米がとれていたと考えておきましょう。510 500

米の副産物として藁（わら）があります。江戸時代の品種の稲で、どのくらいの藁がとれていたか

ということも正確にわかりません。正確にわからないことばかりですが、米と同じくらいとれていた

とすると、米と藁とで 万トンがとれていたことになります。稲作は当時の日本の最大の主産業で1,000
あり、当時の人々が必要としていた基本的なものが、この米と藁の 万トンでまかなわれていたと1,000
いうことです。この両方合わせて 万トンという膨大な資源がどのように動いていたかということ1,000
を考えることによって、江戸時代の循環構造というのがよく見えてきます。
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２．排泄物を中心とした循環構造

（１）現代の排泄物処理の問題点

○国総研

－－ 江戸時代の循環構造は、米と藁に着目するとよく見えてくるというお話でした。米やその他

のものを食べて、それらが消化されて排泄物として体外に出る。そのような食物を中心とした循環が

どのようになっていたのかということだと思いますが、特に、江戸は、百万人もの人間が住む都市

で、排泄物をどのように扱っていたのでしょうか。

○石川

米は備蓄分と種籾を除いて食べてしまいます。現代では、排泄物として出たものは見るのも－－

嫌だというので、ジャーッと流してしまいます。そして、流して見えなくなってしまったので、あ

あ、文明だ、文明だと言っています。

しかし、東京都からもらった資料を見ると、東京都で処理している産業廃棄物の ％が下水汚泥49.8
であるということでびっくりしてしまいました。私は、産業廃棄物というのはビルを壊したコンクリ

ートのかけらなどが大部分であると、それまでは思っていましたが、建築の廃材は全体の 割あるか3
ないかだそうです。ちょうど半分が下水汚泥だということで、ほんとうにびっくりしました。詳しく

聞いてみると、下水汚泥は水を大量に含んでいるので、この水を蒸発させてケーキというのにして、

さらに石油や天然ガスを使って燃やすそうです。そして、灰ができて、この灰を捨てようとすると、

どこも灰を捨てるのに反対する人ばかりで、結局、うんこは出したいけれども、始末はしたくないと

いう構図になっています。一見、水洗便所が全てを解決しているような気がしますが、水洗便所は何

も解決していないのだということがよくわかりました。

（２）商品だった江戸時代の排泄物

○国総研

－－ 東京都の産業廃棄物の約半分が下水汚泥というのは確かに大きな数字ですね。現代では、水

洗便所で排泄物はきれいに流れていきますが、そのあとの処理をめぐっては、相当のエネルギーが投

入されているということですね。

○石川

江戸時代には排泄物は商品でした。汚物ですがメーカーに所有権のある商品であって、メー－－

カー側が農家の人に現金あるいは物々交換で販売するものだったのです。ただし、借家に入っている

人は、メーカーとしての所有権がなくて、その借家の大家さんに所有権があるという、まことに奇妙

な社会制度になっていました。したがって、長屋の場合は、長屋の大家さんに所有権がありました。

「店中のしりで大家はもちをつき」という川柳があります。店中というのは 「店」の「中」と書い、

て、店子（たなこ）のことです 「しりでもちをつき」というのは、しりもちをつくという言葉をかけ。

ただじゃれです。昔は年の暮れになると、農家の人が天秤棒に肥桶（こえおけ）をさげて、都会の各

家庭の便所を汲み取りに来ていました。

（３）慢性的な肥料不足だった江戸時代

○国総研
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－－ 農家の人は、排泄物を現金あるいは物々交換で引き取って、経済的に成り立っていたのでし

ょうか。

○石川

－－ 江戸時代の日本の、特に江戸のような大都会の周辺の農村は、慢性の肥料不足状態でした。

なぜ、慢性の肥料不足になるのかというと、江戸時代は非常な低成長時代ですが、それでも大工さん

の賃金が 年間で 倍くらいになっています。つまり、わずかずつではあるが経済成長しているの200 2
で、人間はだんだんぜいたくになってきます。特に、食べ物については簡単にぜいたくができるの

で、例えば、初物ブームというものが起きました。ブームが起きたことは、そのような記録が残って

いることからわかるし、同時に、江戸時代の奉行所が出した禁止令からも判断することができます。

当時の奉行所は禁止令を頻発しています。なすは何月何日より前に売ってはいけないとか、何は何し

てはいけない、というような禁止令です。しかし、誰も守らないので、このような禁止令のことを、

ひやかして、三日法度（はっと）と言っていました。法律や禁止令のことを法度と言いますが、徳川

幕府は誰も守らない法度を次から次へと出し続けていました。その法度を見ると、いかに住民が初物

を食べたがっていたかということがよくわかります。

その初物をつくろうとすると、やはり肥料がたくさん必要になるし、それから、ぜいたくになる

と、だんだん値段の高い野菜を食べるようになります。私は庭で畑をやっているのでわかりますが、

上等な野菜は肥料をたくさん必要とします。例えば、ペンペン草、ナズナのような雑草系の野菜も、

おいしいので作っていますが、あまり肥料をやらなくてもどんどん大きくなります。けれども、ホウ

レンソウをつくろうとすると、かなりの肥料が必要になります。ところが、上等な野菜を食べても、

うんこがたくさん出てくるわけではありません。うんこは食べた量に比例するのであって、食べた金

額に比例しては出てきません。高級果物店に行って 万円の果物を買って食べると、こんなにたくさ1
んうんこが出てくるというようなわけにはいきません。すなわち、江戸の庶民の食生活が向上するの

につれて、だんだん肥料は必要なのに、うんこは出してくれないという、非常に矛盾した状態になり

ました。これは冗談ではなく、江戸時代後半の江戸の近郊農村は慢性の肥料不足状態でした。したが

1700 1800 30 50 3って、 年代の中頃から、 年頃の、わずか 年～ 年の間に、下肥価格は下等なもので

倍、上等なもので 倍くらいに高騰したと言われています。 年間で 倍の高騰というのは、今の我5 50 5
々からすれば、なんということはありません。私が結婚したときは代々木八幡に住んでいましたが、

そのとき、代々木八幡から渋谷まで東急バスで 円で行くことができました。今は、中野の駅から私10
が住んでいる沼袋までバスを利用すると、 通り系統がありますが、 円、あるいは 円かかるの2 200 210
で、わずか 年足らずの間に、 倍以上にもなっています。40 20

ところが、江戸時代は、信じられないくらい物価の安定した世の中でした。例えば、銭湯の料金が

6 150 1 1大人 文というのが、 年間も変わりませんでした。それから、二八そばといいまして、そば 杯

文という値段も 年間続いています。それが壊れたのは、ペリー提督が来てからです。アメリカ人6 200
の偉い軍人が来ると、わが国はろくなことにならないという悲しい運命が江戸時代からあったという

ことになります。江戸時代はそのような社会環境でしたので、わずか 年～ 年の間に下肥価格が30 50
数倍に上がるということは大変なことだったようです。このような状態であれば、農家の人は下肥を

１滴残らずさらいたかっただろうと思います。とにかく、江戸時代において排泄物の始末に困るなど

ということはあり得ないことだったのです。
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（４）長生きの秘訣

○国総研

－－ 江戸時代の排泄物は、やっかいなものというより、むしろ商品として大変価値のあるもので

あったということはわかりました。ただ、排泄物を下肥にして肥料として活用すると、どうしても、

例えば、回虫のように衛生上の問題が気になるのですが、その辺は問題はなかったのでしょうか。

○石川

－－ 昔の日本の暮らし方では、米は 年以内に全部田畑に下肥の形で戻ってしまいます。それで1
具合が悪かったことは、何となく汚いというだけのことです。

回虫については、医科歯科大学の藤田紘一郎先生によりますと、日本人が下肥を使っていた時代に

はアレルギーもなかったし、太り過ぎということもなかったそうです。腹の中に回虫が二、三匹いる

と、まずアレルギーにならないそうです。最初、藤田先生がその説を唱えられたときには随分反対論

もあったのですが、最近ではおおむね定説になってしまったようです。藤田先生の所へ来た患者さん

で、回虫の卵を欲しいという方がいるそうですが、寄生虫の卵を処方すると、医者は薬事法違反にな

るそうです。私は高校生のときまで、自分で検便してサントニンを飲んで回虫を追い出していました

が、なぜ死に物狂いになって回虫を追い出していたのかを考えると、今では信じられないことです。

回虫が腹にいると太らないし、アレルギーにもならない。こんないいことはありません。

汚いからと言って有害だったとは言えないし、何よりの証拠は、今の老人がなぜ、あのように丈夫

なのか、ということを考えるべきだと思います。今、日本が最も困っているのは、人がなかなか死な

ないことなのです。私は 歳ですが、昔ならそろそろ死んでしかるべきなのに、このようにぴんぴん68
しています。私よりもう少し上の、 歳、 歳の年寄りでもなかなか死にません。あの人たちが何で80 90
あのように丈夫なのかというと、それは化学肥料で育てた野菜を食べたからではなくて、多分、あの

人たちは 歳代ぐらいまで下肥で育てた野菜を食べて生きてきたからです。それがよかったかどうか40
はわかりませんが、少なくとも無害だったらしいということはわかります。下肥が有害なら、高齢の

老人が我々にとって、これほどの負担にはならなかったはずです。さっさと死んでくれれば、若い者

は楽ができますが、なかなか死なない。私は長生きしないように、なるべく不摂生して、一生懸命に

酒を飲んでいますが。

このように米を下肥の形でリサイクルし、循環させたことに関し、マイナスの面はほとんどなかっ

たのではないかと思います。なぜ、昔の年寄りはそれほど長生きしなかったのかというと、この理由

は簡単で、サルファ剤も抗生物質もなかったからです。抗生物質があったら、昔の人は体はよく使う

し、今で言う健康食品しか食べていないので、年寄りは死なないと思います。昔の子供は、生まれた

ときから下肥で育てた藺草（いぐさ）を織って作った畳の上で転がされて育ちますから、 つ、 つに5 6
なる頃には、子供のうちにかかる知恵熱や、はしかや、おたふく風邪は、みんな免疫ができて卒業し

てしまいます。専門家に聞いたところ、江戸時代の 歳の人の平均余命が 歳ということですか50 14
ら、 歳になった人は 歳まで生きるのが普通だったということです。したがって、昔、抗生物質が50 64
あれば、 歳くらいまで生きるのが普通ではなかったかと思います。江戸時代の人に比べると、今の100
年寄りは生活態度が悪いから、この程度で死んでしまうのです。
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３．藁（わら）を中心とした循環構造

（１）藁が大活躍した江戸時代

○国総研

－－ これまでのお話で、江戸時代の主要な生産物である米については、それが、いかに当時の社

会システムとマッチして見事な循環構造を成していたかということが分かりました。次に、もう一つ

の主要な生産物である藁の循環構造について、お話しいただけないでしょうか。

○石川

藁については、江戸時代にどのような使い方をしていたのかという正確な資料はありませ－－

ん。しかし、昭和 年代になって、藁の使用が最も進んでいた兵庫県のある村で藁の使い方を徹底的20
に調べた方がいました。それを見ると、約半分は堆肥、あるいは厩肥（きゅうひ）として使われてい

ました。厩肥というのは家畜小屋の敷き藁にして、それをかき集め積み上げて作りますが、非常に肥

効の高い肥料になります。要するに、藁全体の半分を直接肥料にしてしまい、約 ％を燃やして燃料30
にし、残りの約 ％をいろいろな藁製品にしていたそうです。なお、燃えた藁灰もカリ肥料になりま20
す。おそらく、江戸時代もこのような使い方と同じだったのではないだろうかと思います。

（２）履物に変身する藁

○国総研

－－ 排泄物と同じように、藁も、堆肥、厩肥、藁灰にして肥料として使われる割合が多かったよ

うですが、その他の使い方としては、どのようなものがあったのでしょうか。

○石川

－－ 肥料以外にも、藁製品として活用されていました。藁製品は、現在ではほとんどありません

が、郷土資料館などに行くと、草鞋（わらじ）などが麗々しく置いてあります。貴重な資料ですから

手を触れないでくださいなどと注意書きがあって、この間まで足につけ地面の上を歩いていたもの

が、この頃は手を触れてもいけない貴重品に昇格してしまいました。私の子供の頃は、まだ東京でも

草鞋を履くのは普通でしたし、それから、縄も、私が結婚して 歳くらいになったときも、藁を撚っ30
てつくった藁縄が普通でした。引越しのときなどは、藁縄でくくっていました。その頃は、藁以外の

縄はロープと言いまして、特別扱いだったのです。今では藁縄も郷土資料館ものになってしまいまし

た。

この藁製品は、製品としては決して品質のいいものではありません。例えば、草鞋は 時間も歩け2
ば、かなり磨耗します。荷物を背負っておれば、約 時間ごとに履きかえなければならなかったので2
はないかと思います。今の靴に比べれば、藁の履物は耐久性の劣った履物でした。ところが、履けな

くなった途端に地位が逆転します。今の靴は履けなくなったら、単なるごみです。庭の隅に置いてお

くと消えてなくなるということはなくて、多分、 年経っても残っていると思います。私は燃えない10
ごみとして出してしまいますが、その先がどうなっているのか。おそらく東京都の人が埋める場所を

探すのに非常に苦労しておられると思います。その点、草鞋は極めて便利なもので、必要がなくなっ

た瞬間に、別の価値が出てきます。燃やせば燃料になりますし、置いておけば堆肥になります。

シーボルトという医者が文政 年、 年に長崎から江戸に参府したときの克明な日記を残してい7 1724
ます。その日記に、次のようなことが書いてあります。街道を旅していると、所々に草鞋の山があ
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燃やしてできた灰はどうするかというと、これは灰買い（はいかい）というシステムがあり－－

ました。私の友人に東京農大の小泉武夫先生という発酵学の大家がいますが、この人が書いた「灰の

文化誌 （小泉武夫著，リブロポート， 年）という本を読んでみると、世界中に灰を使う文化はあ」 1984
るが、灰を商品として売買したのは日本だけらしいと書いてあります。どこの家でもかまどの下の灰

を箱に入れて貯めておくと、月に 回くらい、灰買いが回ってきて、 文程度のわずかな金額ですが灰1 1
を買ってくれました。

お富、与三郎が主人公の「世話情浮名横櫛」という歌舞伎芝居の中で、ぐれた与三郎が、元の恋人

のお富さんの所に行って恐喝をする場面があります。この家のものは全部おれのものだと主張しま

す。その最後に 「かまどの下の灰までおれのものだ」という名場面がありますが、その芝居を私が初、

めて見た高校生のときは、単なる所有権の過度の強調に過ぎないと思っていました。かまどの下の灰

などをもらってもしようがない。ところが、このように江戸の研究者になって調べてみると、かまど

の下の灰は現金で売れる商品ということがわかりました。関西では昭和の初年までは灰を商品として

買っていたそうですし、昭和の 年頃までは農家の人がマッチと取りかえてくれることもあったよう10
です。最終的な灰の利用法については統計がないのでよくわかりませんが、おそらく半分程度はカリ

肥料として農家の人が持っていったと思います。

ところで、灰を買う商売はもともと京都で始まりました。灰屋紹由（はいやじょうゆう）という人

が始めました。藍染は藍を発酵させますが、その中に藍こうじを入れます。藍こうじはアルカリ性で

なければ発酵しません。ほとんどの菌類はアルカリ性では死んでしまいますが、酒こうじと藍こうじ

はアルカリ性で増殖するとのことです。当時の藍染屋は自ら灰を買い集めて使っていましたが、その

ことに灰屋紹由が目をつけたのです。灰屋紹由は灰を売っていたから灰屋と言いますが、紺屋は灰屋

から灰をまとめて大量に買うと安く買えるし、個人の家から少しずつ灰を買い集める手間もかかりま

せん。灰屋に頼めば必要な量を、いつでも安く持ってきてくれるので、灰屋には灰の注文が大量に入

るようになり、灰屋は大もうけをして大財閥になりました。その灰屋紹由の養子に入った灰屋紹益

（はいやじょうえき）は、大変な文化人であり遊び人であって、西鶴の小説『好色一代男』のモデル

になったそうです。

このように、藁も最終的には、大半が肥料の形になって田畑に戻ってしまいます。かくして、米と

灰と合わせて 万トンは、 年以内にほとんどが田畑に戻ってしまう。これが日本の循環構造の基1,000 1
本だった。ところが、このような江戸時代のシステムは、明治以来、そんなことをやっていたから日

本はだめなのだと、批判の的になりました。特に、敗戦後は何かあると、そんなことをしていたから

戦争に負けたのだということになって、次から次へと批判して、循環の社会システムをやめていっ

て、今のような社会をつくり上げてしまいました。ところが、つくり上げてみると、いろいろな局面

でまずいことが続出して、とうとう最近では刑法犯の検挙率がアメリカと並んで日本は世界最低とい

う、すばらしい理想社会に近づいてきて、大慌てをしている状況です。かつてマルクス史観の歴史家

の先生たちが考えていたように、人間は未来に向かって必然的に進歩し、賢く、よくなるなどという

ことはありません。人間は一方的に進歩するものではありませんし、地上に極楽はありません。江戸

時代の日本も決して極楽ではありませんでしたが、周りにあるものをうまく循環させて生活していま

した。
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４．庶民生活の革命が起きた江戸時代

（１）安定した社会と豊かな庶民生活

○国総研

－－ 先ほど、江戸時代は非常な低成長時代ではあるが、それでも、わずかずつではあるが経済成

長をしていたというお話がありました。このわずかな経済成長が当時の庶民生活に与えた影響などに

ついてお聞かせください。

○石川

－－ しばしば鎖国が批判の的になるように、江戸時代は悪いことばかりだったように言います

が、そば 杯の値段が 文という物価を 年も持続する安定した社会を構築できたのは、戦争をし1 16 200
ないということが、どれほど国民にとってプラスになるかを証明しています。何の役にも立たない戦

争に使う費用を、全部国内に蓄えることができます。したがって、江戸時代のことを調べていると、

江戸時代になって初めて、このようなことができるようになったということがたくさんあります。

例えば、江戸時代以前は、蝋燭（ろうそく）というと皇室や寺など、非常に特殊な世界でしか使え

ませんでした。ところが、江戸時代になると、適地適産という言葉がありますが、農民が、蝋をはじ

め、その土地に合ったいろいろなものを作り始めます。特に、将軍吉宗の頃から、この傾向が強ま

り、いろいろな換金作物が作られます。我々が教わったマルクス史観では、米が年貢で取られてしま

ったので、農民は仕方なく換金作物を作ったと説明します。すなわち、窮乏生産であったと説明して

いるわけですが、決してそのようなものではありません。農民は大量にいろいろな商品をつくり、余

剰生産物を売って豊かになりました。

江戸時代以前は、木綿も庶民が着ることはめったにありませんでした。室町時代まで庶民は麻の着

物は良い方で、普通は藤皮の繊維の着物などを着ていました。ところが、江戸時代、 年代の元禄1680
時代の高度成長期になると、木綿は庶民の着物として定着し、金持ちにいたっては絹を着るようにな

りました。

また、紙も同様です。幕末期になると、江戸府内の農村部まで入れて、庶民の ％くらいが就学し85
て、寺子屋へ行って勉強をしています。江戸府内という概念はあいまいで、いろいろな江戸の府内が

ありますが、おおむね山手線の内側の地域から本所深川のあたりまでを江戸の府内と言います。今の

東京 区の ～ 程度の面積です。23 1/3 1/5
どこにでもある裏長屋の子供たちが寺子屋へ行って勉強しています。しかも、これは国の施策とし

てやっているわけでも何でもありません。徳川幕府には寺子屋担当官といったポストはありません。

完全な放任です。号令一下で何でもできる強大な権力を持った今の文部省と違って、徳川幕府は庶民

の教育に関して一切無干渉です。そのような状態にもかかわらず、今の都心 区あたりでは、おそら3
く ％以上の子供が就学していただろうと思います。その子たちが毎日毎日、せっせと寺子屋へ行っ90
て紙に墨を塗りたくるだけの半紙を、親が買って与えることができるようになっていたのです。

したがって、戦争をしないということは、ほんとうに国民にとっては一番助かることです。そのよ

うな意味では、戦後の日本社会も江戸時代と同様の環境でした。もし、外国の戦争の手伝いをしなく

てよかったならば、もっと助かったのですが、これはしようがないでしょう。

（２）錦絵は独創的カラー印刷技術
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○国総研

－－ 今、鎖国という話が出ましたが、鎖国によって外国の文化や技術の導入あるいは交流といっ

た面でマイナスであったのも事実ではないでしょうか。

○石川

日本人は外国のまねをするのがうまいと言われますが、まねをする相手がいるうちは、すぐ－－

日本人はまねをします。その理由は楽ですから。コンピュータをつくるのに、わざわざ機械式の歯車

式コンピュータからつくる必要はなく、どこかにあれば買ってきて、電子式の計算機をつくればよい

のと同じです。ところが、江戸時代を調べてみると、まねをする相手がいない場合には日本人ほど独

創的になる民族はいないのではないかと思います。例えば、錦絵というカラー印刷の技術がありま

す。私の本職は実はカラー製版で、カラーフィルムの画像を色分解して製版し印刷版を作るのが、私

のもともとの本職だったのです。手前味噌になりますが、この本職の力で印刷学会第１回技術賞をも

らいまして、ひと頃はこれでも一流の製版技術者でした。製版技術者である私が見ても、この錦絵は

実によくできています。今の最新の印刷技術を使っても、 色を使った錦絵を複製することはできま24
せん。今の技術でも似たような色は出せますが、専門的になるのでこれ以上詳しくは説明しません

が、錦絵はびっくりするような高等技術で作られました。錦絵は、中国のまねをした部分がある、つ

まり、中国の蘇州年画をまねしたと言われています。しかし、日本に少し残っている蘇州年画のコレ

クションは非常に粗末で、日本の錦絵の精巧さには遠く及ばないものです。日本人は、錦絵というす

ばらしい独創的技術を開発したと思います。
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５．多様性のある社会構造だった江戸時代

（１）庶民による社会運営と多様な社会構造

○国総研

－－ 江戸時代の豊かな庶民生活や独創的技術開発を支えた社会的土壌は、現代と何か大きく違っ

ているとお考えですか。

○石川

－－ 江戸時代の日本と現在の日本との最大の相違は、多様性だと思います。私の年代の者が受け

た教育では、江戸時代は徳川幕府の封建制度のがんじがらめのもとに庶民は圧迫され貧乏で惨めな生

活をおくったと教えられましたが、私のような江戸の研究者から見ると、現在の方が余程がんじがら

めのように思います。強大な中央政府があって、その命令一下、国中が動いています。

55 55現代の政府に比べると、徳川幕府は弱体なものです。江戸の町の庶民人口は約 万人で、その

万人を支配していたのは徳川幕府の出先機関である町奉行所でした。テレビ映画の影響で、町奉行所

は裁判所と思っておられる方が多いのですが、町奉行所は裁判所としてのウエイトは小さく、司法官

は奉行所職員の くらいしかいませんでした。残りの職員は一般行政を担当していました。そもそも1/4
町奉行所の職員の絶対数が少なく、わずか 人しかいませんでした。290

この話を地方自治体の方にお話しすると、いったい 人で 万人をどのように取り締まるのかと290 55
びっくりされます。現在の警官に相当する職員は、江戸全体で 人しかいませんでした。あまりにも12
警官が足りないので岡っ引きと呼ばれる手先を使っていたということです。この岡っ引きの人数を聞

かれますが、これは正式の役人ではありませんから、いたのか、いなかったのか、それに何をしてい

たのかもよくわかりません。とにかく正規の警官は 人しかいませんでした。その体制で山手線の内12
側や隅田川の向こう岸の本所深川まで取り締まるということですから、これは警官がいないのと同じ

です。警官でさえ、このような状態ですから、寺子屋の担当官などというものを置いておけるわけが

ないのです。

それでは、江戸の行政を行っていたのは誰かというと、ほとんど全てを住民の手弁当で行っていま

した。例えば、消防は、私が住んでいる中野区の野方地区の消防署だけでも 人の消防職員がいま299
す。先日、その消防署で「江戸の消防」という講演をしたときに、消防署の職員数が 人と聞いた299
ので、江戸の町奉行所の職員数とちょうど同じですねと言いましたら、消防署の方は驚いていまし

た。けれども、中野区には野方の他にもう一つ、中野消防署がありますから、職員の数は比較になり

ません。一方、江戸の消防については、正規の消防士は１人もいません。町奉行所に担当者が 人い2
ましたが、 人ではどうにもならないので、鳶職たちがボランティアでやっていました。非常に危険な2
仕事ですが、役人でもない人たちが消防士をしていたのです。焼け死んだらお終いです。そのような

ものになる人がいたのかと思いますが、当時の消防士は格好いい仕事だったのです。女性にはもてる

し、床屋さんはただで髪を整えてくれました。いざというときに守ってもらいますので、たいていの

ことはただでやってくれたのです。

消防士の中で「まとい持ち」という最も危険な役目があります。重いまといを持って屋根の上に立

つ理由は、ここから先は絶対に燃やさないという目印のためです。したがって、それより手前の方

は、破壊消防ですから、子分たちが必死になって建物を壊します。まとい持ちは、その家が燃えたら

一緒に焼け落ちてしまいますので、彼はすさまじい決心をして屋根の上に立つのです。そのような役
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目は誰もしたがらないだろうと思われるかもしれませんが、鳶職になったら誰でもまとい持ちになり

たくて、なりたくて、進んで危険に身をさらして消火にあたるのです。消防士仲間の中で次第に顔が

売れて、はしご持ちになって、さらにまとい持ちになると、火は消さなくてもよいかわりに、頭（か

しら）と一緒に、消し口と言いますが、ここから先は死んでも守るという所の屋根にのぼって、まと

いを立てるのです。

ボランティアという言葉の第一義には義勇兵というのがありますが、まさにこれはボランティアで

す。出動すると弁当代くらいは出るらしいのですが、死んでしまったらお終いです。これに比べる

と、現在の我々がボランティアと言っているのは、ほんとうに生易しいものです。

消防以外にも、例えば、江戸城が崩れたときには、幕府は自分で直さないで金のありそうな大名

に、何とかの守、何とかの天守閣の修繕を命ずるなどと言って、人の金で修理をします。このように

徳川幕府は極めて弱体で、ほとんど何もしません。江戸時代は、現在の国土交通省がいろいろな建設

をされるのと違って、全く社会構造が違うということを念頭に置いていただきたいと思います。

（２）適地適産とゼロエネルギーが多様性の基本

○国総研

－－ 年の長期政権を成立させた徳川幕府というと、何か非常に強大な権力を持っていたよう260
に思えるのですが、そうではなく、まかせるところは庶民や地方の藩にまかせており、このことによ

り今より、多様性のある社会であったということですか。

また、昨今、ボランティア活動が盛んですが、江戸時代は庶民にまかされていたぶん、現代の活動

とは比較にならないくらい厳しいボランティア活動があったということですね。ただ、火消しの方の

精神は、今でも、全国各地で活動している消防団や水防団に引き継がれているようにも思われます。

ところで、多様性のある社会においては、それぞれの地域で生産される産物や生産の仕方にも特徴

があるものなのでしょうか。

○石川

江戸時代の日本で作られていた物の番付表があります。これを見ると、おおむね、あらゆる－－

ものが作られていました。江戸時代の日本と同じ時代のヨーロッパとを比べて相違しているのは、物

の種類ではなく、蒸気機関を使って大量生産したもの、つまり近代工業製品だけで、生産方式を考え

なければ、ほとんど何でも国内で生産していました。

将軍吉宗は、適地適産ということで、それぞれの土地に合った植物製品を作らせます。日本は非常

に地形が入り組んでいますので、それぞれの土地でしかできないものがいっぱいあります。例えば、

東京都内でも、私の住んでいる メートル北は練馬区になりますが、そこは大根の大産地でした。600
現在、ほとんど大根は作っていませんが、近所の郷土資料館へ行くと、練馬大根はたくあんに適して

いたので、昔、たくあんをつけていたという巨大な桶が現物保存してあります。この狭い地域の中で

さえ、練馬の土が大根に適しているということになると、そこでは大根をつくるというように、適地

適産が徹底していました。大根の他にも、例えば、杉並区は名前に杉がついているだけあって、よほ

ど杉の生育に適しているらしく、区内の高井戸は杉丸太の大産地でした。しかし、高井戸では商売に

ならないので新宿へ店を出して、四谷丸太というブランドで営業をしていました。高井戸だけで杉を

育てていたのですが、今は痕跡もありません。













































- 40 -

○国総研

－－ 必要なところには徹底的に力を入れるということで、先ほどの木曾街道の橋など相当な技術

を持って架けられていると思います。ところが、東海道の富士川や大井川には橋がかけてなかった。

その理由は国防上の問題だという話もありますが、他の川にあれだけの橋がかかっていたとすれば、

単に国防上だけの問題ではなかったのではないかと思いますが。

○石川

－－ 大井川に橋をかけなかったのは、大名が反乱を起こして攻めてくるのを恐れてという理由が

言われていますが、少なくとも大井川に関しては大間違いです。私の仲のいいＳＦ仲間が、島田市の

教育委員会に勤めていて、その担当をしています。彼が大井川に橋をかけなかった理由を教えてくれ

ました。幕府は何度も大井川に橋をかけようとしたそうです。あの程度の川に橋をかける技術はあり

ました。固定した橋でなくても、船橋程度はかけることができたのです。船橋というのは、上流に向

けて船をたくさん浮かべて、それを鉄の鎖でつないだものです。広重が、富山の神通川の日本最大の

船橋を描いています。 艘をつないだ船橋で、すばらしいものです。しかし、大井川では船橋もかけ53
させない。島田と金谷の両方の宿場を合わせて、川越し人足が 人いたということです。 人には700 700
それぞれ家族がいます。橋をかけると、彼らは失業してしまいます。橋をかけないという家康公のお

墨付きかあったらしいのです。橋をかける動きがあると、名主がそれを持って「恐れながら」と訴え

るので、幕府は橋をかけることができなかった。おかげで島田と金谷は金持ちになりました。洪水で

川止めになると、宿屋は満杯で、大繁盛です。したがって、橋をかけられたら彼らが困るので、必死

になって妨害しました。けれども、徳川幕府が倒れたら、明治 年には早くも橋がかけられていま5
す。

○国総研

－－ 箱根八里より難所であったとうたわれている大井川ですが、架橋に技術の問題はなかった。

架橋しなかった理由も、軍事的なものではなく地元の雇用問題によるもので、しかも家康公のお墨付

きまであったとは大変興味深い話です。

○石川

－－ 江戸時代の社会資本整備について、私が今まで述べたことをまとめると次のようになると思

います。一つ、必要最低限のことしかしない。二つ、結果として自然にうまくいってきたことには手

を触れない。三つ、ほんとうに必要な部分には重点主義で徹底的に手をかける。この三つが江戸時代

の社会資本整備の考え方だったと思います。

（４）これからの社会資本整備について江戸時代から得られる示唆

○国総研

－－ 江戸時代の社会資本整備からみた社会資本のあり方。大変、わかりやすくまとめていただき

ありがとうございました。他に、何か気をつけておくような点、意識しておくような点はありません

でしょうか。

○石川

－－ 今のようにエネルギーをふんだんに使える世の中がいつまでも続くのであれば、今のままで

やっていってもいいのではないかと思いますが、おそらく、石油が使えても石油をふんだんに燃やせ

ない時代が来ると思います。 年前にそのようなことを言うと笑われましたが、今はそれを笑える人20
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はおられないと思います。そうすると、エネルギーを使わないで維持、メンテナンスができるという

ことが、これからの社会資本にとって重要になってくるのではないかと思います。つまり、我々の生

活は社会資本の上に寄って立っているので、低エネルギー型の社会資本に変えていく必要があると思

います。

私のようなあまり金のない人間にも、いわゆる高層ビルの億マンションのカタログが頻繁に届きま

す。 階建ての何とかタワーなど、すばらしい建物で、そのような所に住んで、夜、東京の夜景を見36
ながらビールでも飲んだら楽しいだろうなと思います。しかし、その 階で電気が来なくなったらど36
うなるだろうと考えると、あまり住みたいとは思いません。非常用のディーゼル発電機があるかもし

れませんが、それも動かなくなったらどうなるかというと、 階はただの地獄でしかありません。猫36
と煙は高い所が好きだと言いますし、私も高い所は嫌いな方ではありませんが、やはり停電のことを

考えるとゾーッとします。

先日、大阪のＩＢＭで同じ高層マンションの話をしました。大阪には、平成 年阪神・淡路大地震7
のときの経験者がたくさんおられて、地震の後、マンションの 階までの人は転居しなかったが、 階4 6
以上の人は全部出ていったという話を聞きました。住民の中には山登りが好きで、水などをリュック

にしょって、 階まで毎日登る方もまれにはおられるかもしれませんが、これは一般論にはなりませ36
ん。

このように大量のエネルギーを使えるという前提のもとに成り立っている社会資本というものが、

最も危ないのではないかと思います。私は既に 歳ですから、私が生きている間は大丈夫だと思いま68
すが、あと 年も経つと、そのことが最大の問題になるのではないかと思います。10
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８．おわりに

○国総研

－－ 本日は、江戸時代の社会システムや庶民生活を中心に、長時間にわたって楽しいお話をたく

さん聞かせていただいてありがとうございました。また、それらを踏まえた社会資本整備の考え方に

ついても貴重なご意見をいただきありがとうございました。

それでは、今後も、国土形成史の勉強を進めていきたいと考えておりますので、ご指導ご鞭撻のほ

どよろしくお願いいたします。

本日は、本当にありがとうございました。
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